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平成２８年６月１１日（土）から同年１０月１９日（水）まで（予定）

妻沼地域の商店街

（目的）　借りたところに返さないでいい、誰でも自由に使える日傘を設置して、まちなかの移動
          を快適なものにする。
（内容）　門前町に似合う日傘（番傘180本・熊谷染傘60本）を用意し、聖天山、無料休憩所、
          商店街の協力店などに設置して、訪れた観光客が無料で利用でき、どこの店舗の傘立に
　　　　　も返却が可能にすることで、国宝聖天堂から周辺商店街への誘導を図る。
（経過）　暑さ対策プロジェクトチームの発案で、くまがや市商工会に業務委託し、商工会は各
          店舗等の協力を得て、事業を実施する。平成２７年からスタート。
（効果）　妻沼聖天山を訪れた観光客が、周辺商店街を回遊する際、暑くても快適なまちなかの移
          動ができ、熱中症予防や観光地の活性化、観光地の魅力付けの効果が期待されるととも
　　　　　におもてなしの熊谷をPRすることができる。

　聖天山境内は木陰が多いが、周辺商店街は強い日差しを遮る物がないので、夏は散策しにくい。
 無料の日傘（番傘・熊谷染傘）を用意することで、まちなかの移動が快適で容易になり、熱中症
 予防にもつながる。
　昨年度は番傘を貸出したが、今回は熊谷染の日傘を併せて用意した。
　熊谷染のデザインは、妻沼聖天山の宝物（県指定文化財）である
「紵絲斗帳（ちょしとちょう）」の図柄を使用。
　協力店も３店舗増え、１８箇所で運用する。
　小さないい旅無料シャトルバスの運行に合わせてスタートする。

　くまがや市商工会へ業務委託
　　（熊谷市妻沼1706-1　☎048-588-0140　担当：廣瀬経営指導員）
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